（様式５）
木造化木質化へ向けた情報記入シート
１．計画建物概要
（１） 建築計画概要
	支援対象の施設名称
	

	所在地
	都道府県：　　　　　　　　　市町村：

	主な用途
	□学校　□幼稚園　□保育園　□体育館（武道場）　□老人福祉施設
□診療所　□市区町村庁舎　□集会所　□公営住宅　□地域活性化施設
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）[複数選択可｝

	棟数
	　　　　　　　棟

	主な用途・工事種別・構造種別・建築規模
※複数棟ある場合は各々記載
	１）・主な用途：　　　　　　　　・工事種別：□新築　□改築　□改修
・構造：□木造　□ＲＣ造　□Ｓ造　□混構造（　　　+　　　）　□その他（　　　　　　　　）
・階数：　　　　　　　　　　　・延べ面積：　　　　㎡

	防火上の地域区分と防火性能
	地域区分：□防火地域　□準防火地域　□法２２条区域
防火性能：□耐火建築物　□準耐火建築物　□その他の建築物

	木材利用方針
	（木材を活用した施設計画の趣旨を記入してください。）


	事業スケジュール
	別紙一覧表作成へ


（様式５－２）
２.木材調達体制等の確認
①森林基礎データ
	役割
	内容
	対象範囲と担当候補等

	素材
	・伐採地
	対象範囲：□地域内---□周辺地域---□県域---□地方圏---□国内
伐採地域：　　　　　　　　
伐採樹種： 

	伐採
	・森林組合
・素材生産者
	対象範囲：□地域内---□周辺地域---□県域---□地方圏---□国内
担当候補： 

	流通
	・市場・流通業
・製材所
	対象範囲：□地域内---□周辺地域---□県域---□地方圏---□国内
担当候補： 


②木材製造能力
	役割
	内容
	対象範囲と担当候補等

	製材
乾燥
加工
	・製材
・乾燥
・加工
	対象範囲：□地域内---□周辺地域---□県域---□地方圏---□国内
担当候補：
・乾燥： 
・加工： 


③木造設計・施工技術
	役割
	内容
	対象範囲と担当候補等

	設計
	・地域設計事務所
・県内設計事務所
・全国設計事務所
	対象範囲：□地域内---□周辺地域---□県域---□地方圏---□国内
選定方式： 


	施工
	・地域工務店
・地域ゼネコン
・全国ゼネコン
	対象範囲：□地域内---□周辺地域---□県域---□地方圏---□国内
担当候補：
技術力確認方法： 

	刻み
	・地域工務店
・プレカット
・集成材メーカー
	対象範囲：□地域内---□周辺地域---□県域---□地方圏---□国内
担当候補：


④木材調達方式
	木材調達方式
	方式：□工事一括発注　□工事前事前発注　□工事年度分離発注　□検討中
時期：


（様式５－３）
３.木材供給能力等の確認
（1）森林施業計画から考える木材調達
①森林情報の収集方法等
	項目
	内容

	伐採時期
	H年 月 ～ H年 月
H年 月 ～ H年 月

	伐採搬出条件の確認
	路網整備状況：             ha/m       
主な幅員：                 m
搬出可能原木長：           mまで

	原木選別
	□  山土場
	□Ａ・Ｂ・Ｃ材の選別
□Ａ材の形状選（直径・長）
□黒芯等原木品質による選別

	
	· 集積地
	

	
	· 原木市場
	

	立木調査
原木調査
	試験伐採
	□年輪幅：     （所見）   
□色：         （所見）
□黒芯の有無： （所見）     

	
	原木確認
試験製材
	□強度：       （検査方法）
      （所見）
□施業履歴：   （所見）
              （その他）


（伐採地から調達できるものが複数ある場合は特性に応じて欄を増やす）
②立木データ
	場所
	面積
	伐採予定量
	樹種
	樹齢
	主な
胸高直径
	樹高
	伐採時期
	立木の特徴
（曲り等）

	
	ha
	m3
	
	年
	cm
	ｍ
	Ｈ　.　月
	

	
	ha
	m3
	
	年
	cm
	ｍ
	Ｈ　.　月
	


③素材生産データ
	素材生産者
	年間素材生産量
	公共物件等個別対応の可能性・その他特記

	●●森林組合
	
	


（様式５－４）
（2）木材製造データの整理
①製材所供給能力
	製材所名
	取扱
製品
	樹種
	最大生産能力
（㎥/年）
	単発事業に対する
対応可能生産能力
（㎥/年）
	特徴

	Ａ社
	構造材
	
	
	
	

	
	造作材
	
	
	
	

	
	内装材
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	

	Ｂ社
	構造材
	
	
	
	

	
	造作材
	
	
	
	

	
	内装材
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	

	C社
	構造材
	
	
	
	

	
	造作材
	
	
	
	

	
	内装材
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	

	その他
	


②JAS工場：□有　□無
	製材所名
	認定品目
	認定区分
	供給可能な製材品・その他特記

	
	
	
	

	
	
	
	


③乾燥機： 
	製材所名
	種類
	対応長さ
	容積
	特記

	Ａ社
	中温乾燥
	
	
	例：（ドライングセット可能）

	
	高温乾燥
	
	
	

	
	
	
	
	

	Ｃ社
	
	
	
	


④製材保管場所の確保
	保管先
	保管可能量
	特記

	
	m3
	候補地

	
	m3
	候補地

	
	
	


（様式５－５）
⑤その他
	確認項目
	分類
	内容

	地域材の在庫対応
	· 可
· 不可
	

	木材調達経費
	□　見積

	

	製材の価格
	· 価格表・公表価格
□　見積
· 建設物価等
· その他 
	

	人工乾燥の価格
	· 価格表・公表価格
□　見積
· 建設物価等
· その他 
	

	地域材認証方法
	· 都道府県産材   
· 流域産材
· 市町村産材
· FSC・SGEC他
□　その他
	

	強度性能の確認方法
	
	

	天然乾燥
	□可能　□不可能
	


（様式５－６）
４.木材活用基本方針
	項目
	内容

	産地・調達範囲
	□市町村材　　□県産材　　□他産地（　　　　　　　　　）　　□一般流通材

	
	（所有者の区分：□国有林　□市町村有林　□民有林　）

	樹種
	□杉　　□檜　　□唐松　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	想定材幅
	□120以下     □ ～150    □ 150 ～      その他

	地域材認証方法
	□第三者認証 （例：都道府県産材等）
□発注者（監理者）による確認
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	必要材積
	構造材             　　　　m3
造作材                   m3
内外装板材               m3

	供給可能材積
	構造材            　　　　　m3
造作材                   m3
内外装板材               m3

	原木伐採方法
	□皆伐        □間伐       □抜伐     

	伐採予定時期
	H　　年 　　月 ～ H　　年 　月（国有林）
H　　年 　　月 ～ H　　年 　月（町有林）

	木材製造能力
	JAS工場：□有　□無
人工乾燥施設：□有　□無
加工：
保管場所： 

	木材調達方式
	□工事一括発注　□工事前事前発注　□工事年度分離発注　□検討中
時期：


５.基本設計時の追加木材活用方針
	項目
	内容

	必要木材の想定
	汎用性の高い断面寸法と長さを検討し設計へ反映する。
・柱：縦　　　×横　　　×長さ　　・樹種（　　　）
・梁：縦　　　×横　　　×長さ　　・樹種（　　　）
・その他：縦　　　×横　　　×長さ　　　・樹種（　　　）

	構造用製材規格

	□JAS材　　  （□ 目視等級区分     □ 機械等級区分）
□全量測定  （具体的方法：                                     ）
□無等級材  （

	構造材必要強度
	集成材   Ｅ●●●
製材     機械等級区分   Ｅ●●●
         目視等級区分   甲種●級    乙種●級

	含水率
	・部位別の目標含水率：構造材（　　）％・造作材（　　）％・内外装材（　　）％
・乾燥方法：


（様式５－７）
６.木材購入仕様書作成
（1）木材の事前発注対応の為に設計者に求める事項
（設計者が決まっている場合は確認事項とし、決まっていない場合は設計者選定の検討事項）
	項目
	区分
	詳細

	設計者に
求められる内容
	意匠
	□ 調達可能な材寸法及び数量に配慮された設計が行われているか
□ 木材数量調書を作成可能な図面が作成されているか
□ 発注本数に換算した木拾いができているか 
     注意：  ホゾ等接合部加工の為の余尺の把握
定尺材長と必要材長さの把握 etc.

	
	構造・架構
	· 調達可能な材寸法で構造計画・架構形式の提案がなされているか

	
	体制づくり等
	· 発注者、設計者、木材供給関係者が情報共有を図りながら、プロジェクトを実施する体制が組まれているか
· 調達木材の検査体制と、建築工事への納入管理の役割を誰が担うのか決まっているか
· 地域の木材供給者の積極的な参加を促す供給体制のとりまとめと、コーディネーターの役割を誰が担うか決まっているか


（２）発注木材の区分計画：（設計者が決まり木材を事前発注するために検討する木材区分）
	項目
	区分
	詳細

	設計者と発注者の検討が必要な内容
	発注区分等
	□ 調達木材の生産能力に応じた木材事前発注工程を考えられるか。
□ 調達可能材と工事請負業者が調達する部材の仕分けができているか。また、調達数量の単位表記に配慮がなされているか
例： 下地材等の施工方法等により発注量と必要量に差が出やすい部位は一括発注とし、事前発注からのぞかれているか、それとも含めるか


（3）木材調書の作成：（木材購入仕様書へ添付する木材調書の表例）
	No.
	名称
	等級
	幅（㎜）
	高さ
	長さ
	本数
	本材積
（㎥）
	材積
（㎥）
	特記
	適寸
末口径

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（様式５－８）
7.設計特記仕様書の作成
	
	
	特記事項

	5.2.2
　木材
	(a)製材　
JAS規格材
	□樹種：
□寸法：
□種類：
□等級：
□含水率：

	
	(a)製材　
JAS規格外材
	□樹種：
□寸法：
□種類：
□含水率：
□材面の品質（節、集中節、丸身、貫通割れ、目まわり、腐朽、曲がり、狂い及びその他の欠点）：
□強度測定の対象部位：

	5.4.4
表面仕上げ
	(a)見え掛り面の表面の仕上げ程度　

	機械加工もしくは手加工によるかんな掛け仕上げの程度（製材）をA種、B種、C種の種別：


